
橋梁点検支援ロボット（視る診るスタンダード）

丹波市管理の橋梁で点検支援新技術の現場デモを実施しました！

○ 兵庫県丹波市の林市長及び市職員等を対象に、橋梁点検の新技術のデモを行いました。(第１部)
又、兵庫県内の道路メンテナンス会議構成員を対象に、新技術のデモや意見交換会を行いました。（第２部）

○ 新技術の活用は、効率化によるコスト縮減、高度化による品質の向上につながることから、積極的な利用を推進しています。

日 時 ： 令和６年１月１２日（金）
   （第１部）１４：００～１４：３０ （第２部）１４：３０～１５：２０

場 所 ： 中川原橋 （兵庫県丹波市青垣町栗住野）
デモ技術 ： ・ 全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術

   ・ 橋梁点検支援ロボット（視る診るスタンダード）
 ＋橋梁点検調書作成支援システム

参 加 者  ： 丹波市林市長及び丹波市職員(１２名)、
 兵庫県内の道路管理担当者等（７自治体１８名参加）

報道関係 ： ２社

問合せ先

国土交通省 近畿地方整備局 兵庫国道事務所 管理第二課
TEL 078-334-1605（ダイヤルイン）

丹波市 建設部 道路整備課
TEL 0795-74-2550（直通）

国土交通省 近畿地方整備局 近畿道路メンテナンスセンター 技術課
TEL 072-800-6222（代表）

【市長のコメント】

〇橋梁における点検新技術を興味深く見させて頂き、新技術
を活用することで安心安全が担保されると思った。

〇この度の震災では道路が分断され、困っていると聞いてい
る。市民の安全安心に大切なインフラである道路を維持出来
ればと考えており、当市においても新技術を活用していきたい
と思う。

【挨拶】林丹波市長

全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術の説明を受ける林市長

【挨拶】堤事務所長


